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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

超対称性は、素粒子の基本理論である標準模型を越

える新たな基本理論の可能性の一つとして、これまで

精力的に研究されてきた。自然界では超対称性は破れ

て現れるため、超対称性を破る非摂動的な機構の研

究が重要である。また、超対称性はその高い対称

性の性質から場の理論を解析的に調べることがで

きる枠組みとして極めて多くの関連研究がある。

そこで本研究では格子理論を用いた数値シミュレ

ーションによって超対称ゲージ理論を非摂動的に

解析する研究を行う。特に、1次元と 2次元におい

て16個の超対称チャージを持つ超対称Yang-Mills

理論を数値的に調べ、予測されるゲージ重力対応

の検証を行う。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

上記の研究を進めるべく、RICC 上で超対称

Yang-Mills 理論の並列計算用コードの開発を行

った。 

 

３． 今後の計画・展望 

 今後、開発したコードを本格的に利用し、1次

元 16 個の超対称チャージを持つ超対称

Yang-Mills 理論の研究を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


